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その結果、側弯症の直接検診/問診票における異常率は 18.7% (344/1842)/5.1% (1094/21,441) と示
している。立位体前屈の直接検診/問診票における異常率は 20.2% (372/1841)/26.3% (5817/22,078)で
あった。しゃがみこみの直接検診/問診票における異常率は全体 6.2% (114/1832)/6.9% (1516/22101)
であり、関節間弛緩性の問診票における異常率は全体 7.5% (1673/22,252)だったと報告している。また、
片脚立位の問診票における異常率は全体 5.0%(1100/22,077)であり、斜頸の直接検診/問診票における異
常率は 2.2% (41/1844)/1.3% (272/21687)、扁平足の直接検診/問診票における異常率は全体 12.5% 
(231/1842)/8.6% (1785/20871)だったと示している。 
これらを基にした、著者の問診票の感度は、側弯症、立位体前屈、しゃがみ込み、斜頚、扁平足でそ
れぞれ、16.8%(53/316), 67.9% (250/368), 48.2% (55/114), 18.9% (7/37), 32.2% (65/202)であった。
また、問診票の特異度は側弯症、立位体前屈、しゃがみ込み、斜頚、扁平足でそれぞれ、95.4%(1375/1442), 
90.2% (1300/1442), 98.0% (1674/1709), 98.8% (1731/1789), 94.3% (1425/1511)であったことを示し
た。 
体育以外の運動時間は全体の平均で 3.1時間/週であり、56%の生徒の運動時間は週 2時間未満であっ


































令和 2年 1月 6日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を求め、
関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定した。 
よって、著者は博士（医学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
 
 
